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様式第4号その①（第6条関係）

令和3年タ月7日

宗像市長伊豆美沙子様

（宗像市議会議長経由）

え議員名L‘ ' 1台

政務活動費収支報告書．

宗像市議会政務活動費の交付に関する条例第5条第1項の規定により、別紙

のとおり令和2年度政務活動費収支報告書を提出します。

ノ



様式第4号その②（第6条関係）

令和2年度政務活動費収支報告書

議員名川内亮

収入1

政務活動費 llO,000円

支出2 (単位：円）

残額3

0円

添付書類4

領収書等証拠書類

項目 領収書額 政務活動費報告額

研修開催費 0 0

調査研究費 0 0

資料作成及び資料購入費 6, 570 5,840

広報及び広聴費 82,287 54, 160

人件費 0 0

事務所費 50,000 50,000

合計 138,857 110,000



(様式1）

令和2年度政務活動費明細書
r笛ｲ古．国、費 目

NC 内容 項目 旅費
謂師
淵金

出席
負担金

印刷

製本費
図書

鰯入費
備品
購入費

消耗
品費

使用料 郵送料 手数料 貿金 その他 領収書額
政務活動費
報告額

1 事務所家賃代 事務所費 50,000 50,000 50,000

2 書霜代（公共サービスの産業化他2冊） 資料作成・資料閥入費 4,840 4,840 4,840

3 プリンタ 広報及び広聴賀 27,280 27,280 15‘000

4 消耗品(SDカード） 資料作成・寅料購入費 1,730 1,730 1,000

5 消耗品（用紙） 広報及び広聴費 19,404 19,404 13, 160

6 印刷機リース代 広報及び広聴費 17,600 17,600 13,000

7 印刷機インク・マスター代 広報及び広聴費 10,977 10,977 8,000

8 印刷機保守点検料 広報及び広聴費 7,026 7,026 5,000

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 4,840 59,391 67,600 7,026 138,857 110,000

研修開催費

調査研究費

資料作成･資料購入費 6‘570 5,840

広報及び広聴費 82,287 54‘160

人件費

事務所費 50,000 50,000

合計 138‘857 1 10‘000



(様式4）

図書リスト

宗像市議会議員 川内亮

図書名 取得年月日 税込価格(円） 備考

公共サービスの産業化 R3.2.4 1,430

地方議会改革の10年 R3.2.4 1,760

市民と議員のための自治体財政 R3.2.4 1,650

合計 4,840
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>”/年c貼り日上記正に領収いたしました

内 訳

現 金

／小切手

／手、 形

消脅税額等（％）

消脅税雲等（％）

晉録番号
GR1619

ﾏ ｰ弔 由今 ■一一■－や一÷ｰ旬口
ー

②

領収証

議会
No.

厚
、

Z一一一7

甲牙
/ﾉ《

乞様uJ
'
閏

／ 匂く

噺W縦伽伽)辮織蕊
鰹熱"洲）上記正に領収いたしました

内訳

燃社雌A福離蹄体綱剛税抜金額

〒812-I#1噸鵬繍購躯i診鍬l-19-3-508 、消費税額等（ ％）

●事務局長宮下和裕
．I心し&FAX O92-472'26%ユクヨウケー78
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■工ディオンカード会員さま■
商品の購入履歴・保証内容は
【工ディオンネットショップ】
または【エディオンアプリ】の
マイページでご確認できます。

発行日2021年03月21日（日） 19:39
店：00941宗像店

"IMI-M-8211
レジ担当者

"‘:,“

販売担当者
No.00941-0

取引種別：持帰

パソコン関連
’ 。Oデータ
BSD-3264A

4957180108100 1 ￥1,730

舗纈 ￥1,730
（10%対象 ￥1,730）
（10%対象消費税 ￥157）

現金領収額 ￥1,730

お預り ￥10,000

櫛リ ¥8,270
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今回ポイント 16ポイント
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IDカード会員様のみに有効です。

商品の返品・交換につきましては
必ずこのレシートをお持ち下さい。
お持ちでないと対応致しかねます。
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'‘〃1え･〆 ”2／年3月S日殿

但し、 ＃1納侭･“r として

上記金額正に領収致しました。

'上準蕊憾麓壹議す）（ ）

収
入
印
紙 理想科学工

本社〒1船-8錨

東京都港区芝5-34-7田

この領収雷は再生紙を利用しております』

金額訂正または改変したものおよび社印、扱者印のないものは無効です。
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2020年11月 4日

〃鮒、 日本共産党

新留久味子様 様

下記金額を正に領収しました。
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』
１
１

（眠り門 ’ ’

50026625890100

RISOGRAPH印刷機

理想科学工業株式会社理想福岡支店

(OAO596)騨蕊
三井住友トラスト･パナソニックﾌｧｲﾅﾝｽ株
東京都港区芝浦一丁目2番3号

経理事務センター

厩
〒540-0001

大阪市中央区城見1丁目

3－7

印紙税申告納

付につき芝

税務署承認済

IL O6-7711-9556

1 ※金額の訂正又は社印及び日付のないものは無効です。
『… ＝r享些乍三

膿厚手1J新移緬の堯膨書'ミィ杲管

莉職鞭念′ま恥て受払し､

10， 560円
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領 収 証

2020年12月3日

(2鮒 日本共産党

新留久味子様 様

下記金額を正に領収しました。

篝蕊篝■ ’/0､柳門と3人二が始 1 0, 560円

蕊 50026625890100

RISOGRAPH印刷機

篝
理想科学工業株式会社理想福岡支店

(OA0596)

！

■三井住友トラスト･パナソニックファイナンス株ぅ
東京都港区芝浦一丁目2霧3号

経理事務センター

〒540-0001 印細
大阪市中央区城見1丁目 付I

3－7

印紙税申告納

付につき芝

税務署承認済

1tt. 06-7711-9556

1 ※金額の訂正又は社印及び日付のないものは無効です。
ー rr2ｺごｰ垂二坐迂＝塾等
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領 収 証

2021年1月 4日

i鮒
日本共産党

新留久味子様 様

下記金額を正に領収しました。

3k:zJ)'純0行十3 ミJ）MP7イ
、

、
１
１
１

塊
今

1 0， 560円

蕊 ■■■■■
50026625890100

RISOGRAPH印刷賎

理想科学工業株式会社理想福岡支店
(OAO596)

蕊篭謹霧冨

■三井住友トラスト･パナソニックファイナンス株
東京都港区芝浦一丁目2番3号

経理事務センター

〒540-0001 印紙税申告，
大阪市中央区城見1丁目 付につき
3－7

印紙税申告納

付につき芝

税務署承認済

TEL O6-7711-9556

1 ※金額の訂正又は社印及び日付のないものは無効です。
一

必 呈容＝ み~〃
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領 収 証

2021年2月 3日

鯛柿 日本共産党

新留久味子様 様

下記金額を正に領収しました。

弓
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■〈α兇0骨23人＝いり門
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50026625890100

RISOGRAPH印刷機

鍵蕊
理想科学工業株式会社理想福岡支店

(OAO596)

垂三井住友トラスト｡パナソニックファイナンス株
東京都港区芝浦一丁目2番3号

経理事務センター

〒540-0001

大阪市中央区城見1丁目

3－7

印紙税申告納

付につき芝

税務署承認済

1EL O6-7711-9556

1 ※金額の訂正又は社印及び日付のないものは無効です。
望ア

冠ｱﾔ宝

罰、窒画昔謹

稲隠…
1 0， 560円
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一

2021年3月 3日

3恥 日本共産党

新留久味子様 様

下記金額を正に領収しました。

3jzJo 560円、
、
一
』 3人 1 0

"弘ｸ厨
二

丹
P

、

経理事務センター

〒540-0001

大阪市中央区城見1丁目

3－7

印紙税申告納

付につき芝

税務署承認済

1EL O6-7711-9556

I ※金額の訂正又は社印及び日付のないものは無効です。
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印紙税申告納

付につき福岡

税務署承認済

魂ご鯛いただきありがとうございます。
霞趣､ご熱りもごらんください。
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壼部I,交す‐

’
一
一
一
一
一

曙お

科目 口座番号
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振込金額 ￥33，000

｜ おつり ￥0手数料 ￥770
oご不明な点がございましたら、このご利用明細をお持ちの
うえお問い合わせください。

永僻IJ新瞬緬の報落F-ｲ果管
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1／ 1枚

2020年04月30日締切

81 1-3406

福岡県宗像市稲元3丁目6－1
’
’
一日本共産党宗像市委員会

御中
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－

1
一
一

驫蚕素(ロ せ）
お支払期限： 6月6日

毎度有り難うございます。下記の通り御請求申し上げます。

消費税等 ｜
4,6001

当月お買上高 ｜
46,0001 ’ ’ 1

※は軽減税率対象品目です

名引取
上
冠
一
元

商品名

RISOインクFⅡタイブクロ

RISOマスターFⅡダイブAS

数量月日

〕4/20

〕4/20

伝票Na

1E286473

1E286473

軸
一
巡
岬

金額

18.000

28．000

消費税等

1,800

2.800

届先

0000051080

0000051080

御注文No.》
一
○
’
○

６
－
４

’
一
一
一

手

ロ I D ロ ロ ロ ロ

【備考】

今回のお取引期間は、2020年4月1日～2020年4月30日です。
振込依頼額は下記の取引金融機関迄お支払い願います。

頁 計

消費税等頁計

税込頁計

46,000

4－600
－

50，600支払をお願いします。

○は振込にてご請求させて頂きます。

社用コード

万一、請求書と行き違いにお支払いいただきました際は悪しからずご了承下さい。
薦請求書様式を国税庁が求める区分記載請求書等保存方式に変更いたしました。

40020 2020/05/01

振込依頼顎 50，600
6月8日
口座振替額 0

10%対象

8%対象(軽減）

8%対象

税込金額

50,600

0

0

税額

4,600

0

0
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二宰
求雷局員

お支払期限： 8月6日

毎度有り難うございます。下記の通り御請求申し上げます。 ’1 ＝ご壹司’

’轌詞
１
１

｜
’

当月お買上高 ’
18,0001 ’ ’

※は軽減税率対象品目です

月日 ｜ 伝票Na
06/0511E289685

消費税等 ｜通信楓｜ 届先 ｜ 御注文No.
1.8001 100000528311

金額

18.000

商品名

RISOインクFⅡタイブクロ
数量｜

61

単価
一

3000

取引名
一

売上

’
一

一

u ロ ･

’
【備考】
下記の取引金融機関迄お支払い願います。

頁 計

消費税等頁計

税込頁計

18,000

1,800

19,800
支払をお願いします。

I

振込手数料はお客様にてご負担願います。

社用コード0002023016

万一、請求書と行き違いにお支払いいただきました際は悪しからずご了承下さい。
※請求書様式を国税庁が求める区分記載請求書等保存方式に変更いたしました。

40020 2020/06/30

当月御請求高 19，800

10%対象

8%対象(軽減）

8%対象

説込金額

19,800

0

0

税額

1．800

0

0
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請求書
お支払期限： 10月6日

毎度有り難うございます。下記の通り御請求申し上げます。 ’
消費税等 ’

3,0001
当月お買上高 ’

30,0001 升 ｜
’ ’

｜

※は軽減税率対象品目です

商品名

RISOインクF1タイプ

RISOインクFⅡタイプ

癖
一
誕
一
謎

伝票Nq

1E294356

9HO60678

数量 “
｜
州
一
州

金額

24,000

6，000

消費税等 ｜通信楓｜ 届先

2,4001 10000052831
6001 10000052831

御注文Nq月日

08/03

08/03

８
－
２

”
一
知

｜ ’

｜
｜
’

’

【備考】

下記の取引金融機関迄お支払い願います。

頁 計

消費税等頁計

税込頁計

30,000

3,000

33，000
払をお願いします。

振込手数料はお客様にてご負担願います。

社用コード0002055054

万一、請求書と行き違いにお支払いいただきました際は悪しからずご了承下さい。
※請求書様式を国税庁が求める区分記載請求書等保存方式に変更いたしました。

40020 2020/08/31

当月御請求高 33，000

10%対象

8%対象(軽減）

8%対象

税込金額

33,000

0

0

説額

3，000

0

O
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賃貸借契約証書 要求しない事。

尚立退料移転料等の要求を為さず迷惑を掛けない事を誓約した。
賃貸借人が本契約期間中明渡しの‘必要が起きた時は各・…….月間の猶予期間を以って相
手に通告し立会人は双方に円満なる解決の為め努力する。
賃貸人は賃借人が明渡し後3条に違背したる時は敷金を以ってこの弁済に充当するこ
とがて・きるものとする。

連帯保証人は、賃借人の憤務を保証してその債務を履行する。
賛借入は如何なる事情があるとも明渡しの場合引越料及びその他諸費用を請求しない。
契約期間中火災天災類焼によりたるときは第2条の敷金は返還されるものとす。
但し、賃借人に於て失火全焼の場合は賃借人に返還せず其の他の災害は貸借人立会人
合議の上決定するものとす。
本契約締結後貸借人の内公正契約'蛤要の申出ありたる際は両者共に契約に要する印鑑
証明及び蓄類の提出を行うこととする。
前各項以外の契約を定めない事項が生じた場合は法規又は一般慣習に依るものとする。

上記の通り当事者合意のうえ本契約証書…….…通を作成し各自署名捺印
の上各々その1通を保持するものとする。

■■ 条
条

４
５

１
１

第
第

■賃貸人

賃借人

氏名

氏名 )11…四…鬼
上記当事者間において、下記の約定により賃貸借契約を締結した。

物件の表示所 在表塚壷泓漁蝋伽…………………………
構 這……欽萱…蕊……蕊…擬(…………l…………………

詮｡:瀦激識鐵測恵二重宣蚕罵妻巽鴛
第1条賃貸料は月額金…4．A〃"…円 共益費金……縦q"……円也とする。

毎月家賃は前家賃として翌月分を前月の 日まてに支払うこと。

明渡しの時は15日迄を半月分16日を経過したときは1ケ月分とする。

第2条敷金は金…….…だ漁………………….…….円也とする。
敷金には利息を附せないものとする。 （賃貸人は明渡しと同時に敷金を賃借人に返還

する）

第3条賃借人は下記の費用を負担する。
光熱費水道料衛生脅町憐その他屋根外廻以外の附属家具の修理を行うこと。
又明渡しの際障子襖の張替硝子のはめ替畳の羨替等を為す事。

第4条貸借期間を満….....芽とする。但L、契約期間満了時において、賃貸借人又はその一方
から、何等かの申出のないときは、 この契約は同一条件で更新されたものとみなす。

第5条入居者の定員は入居時の通りとし出生以外に増員する場合は貸主の承諾を得なければ

X麗:…漁“_"…………一……………

第16=

第17条

第18条

条
粂

９
０

１
２

第
第

'2年／／月 ／日令和

⑧
⑧

住
賃貸人

氏

本

住
賃借人

氏

職

連帯保証人住
氏

立会人住
氏

取引主任者住
氏

所
名土地家屋に関する公租公課は賃貸人の負担とする。

物件の造作模様替等は当事者間て．協議の上為す事。

賃借人が家賃を怠り又は環境の秩序を破壊する行為を反復するときは賃借人は本契約
を解除して明渡Lを請求することが出来るものとする。

又事情の如何に拘らず賃借人及び同居人が1ケ月以上行方不明の場合は賃貸人、立会
人及び連帯保証人立会いのうえ、家財道具其の他を適宜な方法により、任意の場所に

保管するも異議ないこと。

なお、 1ケ月を経過しても引取人がない場合は賃貸人の俄務に充当するも異議ないこ
と。

賃借人が賃借物件を契約当時の使用目的以外に使用する事は出来ない。

賃借人が家畜を飼育しようとするときは事前に賃貸人の承諾を得るものとする。
物価の変動に依り賃貸料金に改訂の要を生じた場合は期間中と錐も貸借人立会人と協
議して改訂する。

ノ

賃借人は物件の譲渡転貸等は出来ない。

賃借人が賃借物件を段損した時は賠償の貴を負い明渡L終了時迄にこれを原状に復す
るか敷金を以て弁済に充当すること、又明渡しに際Lて施したる造作は其の侭とする

か原状に復して返還するか例え賃貸人の承諾を得て為したる場合と錐も其の費用を

条
条
条

６
７
８

第
第
第 籍……..…….…..……….……….….…………….……….………．

所:患i雛永泌畦二身二似二騨
名_……………Lﾘ卿…た………….……
業（勤務先）

所
名
所
名
所
名

■

条
条
条

９
ｍ
ｕ

第
第
第

、 〆グ
、~■■一

夕一一｡‐

条
条

２
３

１
１

第
第

Ｐ
』

一
℃

一
色

一
二

、
タ

』
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こんにちはかわち亮です 号外

新型ｺﾛﾅ自宅療養者を守るために
ア
」
ｊ
ル
レ
胆
幸
り
稗
朏

か
わ
ち
亮
で
す

購議謹溌溺蕊嘉鍾蕊顛溌溌蕊
｝
素
鍾
が
低
下
し
て
い
て
も
、
息
苦
・

一
し
さ
な
ど
の
自
覚
症
状
が
少
な
く
、

．
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
｜

に
く
い
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
性
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
突
然
死
の
率
例
を
知
り
、
元

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ヤ
ー
で
も
あ
る
私
に
は

一
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
ま
し
た
。

》

ｐ
Ｇ
Ｔ
１
■
臥
伊
マ
ト
■
面
ｑ
ｑ
Ｅ
０
■
』
■
卸
、
■
■
畠
■
、
判
Ⅱ
『
Ｊ
Ｆ
Ｊ
■
■
叶
Ｒ
ａ
ｑ
舟
工
１
〃
仔
耳
日
早
ｑ
Ｐ

■
ｐ
ｒ
■
日
４
１
型
■
．
■
牌
，
ｄ
一
回
凸
可
Ｍ
Ｈ
研

三÷ ニニニーーーー こ ÷ 是と二三 今二号宮菌

こ
の
文
章
を
作
成
し
て
い
る
現
在

は
ま
だ
衆
議
院
解
散
総
選
挙
は
行

一
わ
れ
て
お
ら
ず
、
菅
内
閣
が
政
権

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
お
そ

ら
く
、
総
選
挙
後
に
第
二
次
菅
内

閣
が
組
閣
さ
れ
る
見
込
み
は
な
い

で
し
ょ
う
。

一
国
難
と
も
い
え
る
コ
ロ
ナ
危
機
に

一
際
し
、
官
僚
が
書
い
た
答
弁
を
棒

泊
口
０
日
『
ｂ
ｆ
ｒ
Ｐ
Ｌ
ｆ
９
Ｂ
Ｐ
Ｕ
ｒ
じ
吟
Ｉ
ｂ
４
ｐ
Ｈ
ｄ
Ｉ
ｑ
旧
０
１
１
１
日

四
■
Ｆ
■

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
軽
症
の
自
宅
療
養
者
が
突
然

死
す
る
」

↓
あ
一
三
Ｉ
ス
は
非
常
に
衝
撃
的

で
し
た
。
軽
症
者
で
も
突
然
死
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
率
実
を

目
の
当
た
り
に
し
、
多
く
の
方
が
新

型
コ
ロ
ナ
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

突
然
死
に
至
る
ほ
ど
体
内
の
酸

蕊
蕊
蕊
灘
緊
窪
篭
鑿
実
謬

稀

鍵

『
政
治
家
は
言
葉
を
持
た
な
け
れ
ば
』
Ｉ
布
団
の
中
で
空
》
寒
き
１

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
で
体
内

の
酸
乗
機
度
を
測
定
す
る

「
体
内
の
酸
素
量
が
急
激
に
減
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
が
ら
な
ぜ
、

自
宅
癖
穫
者
が
こ
ま
め
に
酸
素
逓

を
計
測
で
き
る
よ
う
に
、
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
貸
し
出
し
の
体
制

を
整
え
て
い
な
い
の
か
？
』

医
療
・
介
護
従
事
者
で
あ
れ
ば
、

’
読
み
、
記
者
会
見
に
お
い
て
も
メ
モ

か
ら
目
を
上
げ
な
い
菅
首
相
の
様

子
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
・
自
分
の
言
葉
を
持
た
ず
、
国
民

の
気
持
ち
に
何
も
訴
え
か
け
る
も

の
の
な
い
リ
ー
ダ
ー
の
姿
に
、
多
く

の
国
民
が
政
治
へ
の
深
い
失
望
を

感
じ
た
は
ず
で
す
。

菅
首
相
は
ｚ
月
に
入
っ
て
か
ら
、

鷺蝿…

日本共産党

宗像市議
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４
・
Ｌ
０
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Ｐ
ｒ
■
け
１

『１

．
１
１
口
Ｉ
『
１
１
Ｊ
０
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
４

ｒ

■
■
、
■
ｉ
１
４
■
Ｐ
・
口
ｒ
ｂ
Ｉ
■
■
１
３
日
４
４
可
■
９
．
１
吋
ｑ
ｐ
・
’
４
１
。
■

ご
Ⅱ
ｈ
■
ｄ
■
０
８
■
Ⅱ
Ｐ
Ｌ
ｐ
ｇ
■
９
８
・
ｑ
Ｊ
ｒ
０
Ｉ
Ｉ
■

弘
宝
則

１
１

自
宅
療
養
者
腫
は
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
が
鎚
要
で
あ
る
こ
と
に

容
易
に
思
い
当
た
る
と
思
い
ま
す
。

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
Ｉ
夕
Ｉ
は
肺
に
疾

患
が
あ
る
方
や
、
加
齢
に
よ
り
呼

吸
機
能
の
低
下
が
あ
る
方
の
体
内

一
の
酸
素
潅
度
を
％
（
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ー
ジ
）
で
表
示
し
、
客
観
的
に
呼
吸
の

｜
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
機
械
で

一
す
。
そ
の
信
頼
性
か
ら
、
医
療
・
介

蕊
篭
蕊
も
い
え
。

一
し
か
し
年
末
時
点
で
自
宅
療
養

一
者
に
対
し
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

一
貸
し
出
し
の
体
制
を
整
え
て
い
る

一
自
治
体
は
、
全
国
的
に
み
て
も
一

一
部
の
特
別
区
・
政
令
市
に
限
ら
れ

一
て
い
ま
し
た
。
宗
像
市
の
保
健
所

一
は
福
岡
県
の
管
轄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
私
は
す
ぐ
に
日
本
共
産
党
・
高
瀬

菜
種
子
県
識
会
議
員
に
連
絡
を
取

↑
り
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
費
し

出
し
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
同
県
議
が
県
の
厚
生

労
働
部
会
で
こ
の
こ
と
を
取
り
上

げ
、
２
月
１
日
よ
り
自
宅
療
穫
者

今
ま
で
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
よ
う

に
低
姿
勢
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
国
民
軽
視
と
も
い
え
る

姿
勢
が
自
分
の
言
を
絞
め
て
い
る

の
だ
と
、
よ
う
や
く
気
付
い
た
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
菅
首
相

が
と
っ
て
き
た
『
答
弁
は
差
し
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
』
や
『
ご
指
摘
は

あ
た
ら
な
い
」
な
ど
責
任
回
避
の

－一一＝

に
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
が
貸
し

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
県
議
と
協
働
し
て
市
民
の

命
を
守
る
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
を
実
現
で
き
た
こ
と
で
、
議
員

活
動
の
筆
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ

と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

宗
像
市
民
の
命
と
暮
ら
し
が
守

ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
の
貸
し
出
し
は
実
現
さ

れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
懸
念
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
『
自
宅
療
養
者
』

と
は
あ
く
ま
で
も
受
診
↓
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
陽
性
で
あ
る
こ
と
を
保
健
所

が
把
握
し
た
上
で
、
自
宅
で
の
様

子
観
察
に
な
っ
て
い
る
方
の
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
受
診
待
ち
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
待
ち
澪
検
査
の
結
果
待
ち
の
方

は
「
自
宅
療
穫
者
』
と
い
う
定
義
に

は
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、

保
健
所
か
ら
は
種
極
的
な
支
援
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

－

姿
勢
が
、
結
局
は
回
り
ま
わ
っ
て
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
を
悪
化
さ

せ
て
き
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。

政
治
家
に
と
っ
て
、
命
の
次
に
大

事
な
も
の
は
「
言
葉
」
で
す
。
そ
し

て
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

も
の
は
『
覚
悟
』
で
す
。

自
分
の
言
葉
を
持
た
な
い
政
治

家
を
誰
が
応
援
す
る
で
し
ょ
う
か
。

覚
悟
の
な
い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
誰

が
働
き
た
い
と
思
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
今
後
の
課
題
一

一
搾
崎
詫
津
や
窪
誌
燕
栖
痔
畦
極
稚
《
Ｕ
》
姥

一
》
蕊
蕊
箪
浄
建
浄
鑑
津
藩
鍛
』
》
雛
鶏
澤
鐸
謝
鯉
率
駕
篭
鳶
蕊
蕊
患
患
謹
患

一
検
査
の
結
果
が
出
る
ま
で
の
問
一
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
市
民
が
手

に
突
然
死
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
に
入
れ
や
す
く
な
る
の
に
は
ま
だ

中
、
こ
の
『
自
宅
療
養
者
の
定
義
に
ま
だ
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る

》
あ
て
は
ま
ら
な
い
方
」
を
い
か
に
救
の
で
す
。

う
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
『
自
宅
癖
獲
者
の
定
義
に
あ
て
は

一
国
は
現
在
、
小
売
店
で
パ
ル
ス
オ
ま
ら
な
い
方
」
へ
の
対
応
を
ど
う
す

キ
シ
メ
ー
タ
ー
が
品
薄
に
な
っ
て
い
く
き
か
・
宗
像
市
に
は
県
と
の
協
議
、

る
状
況
を
踏
ま
え
、
医
療
機
器
〆
１
線
引
き
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

《
カ
ー
に
地
産
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
の
独
自
発
注
も
含
め
、
様
々
な
選

齢
札
師
鐵
熊
雑
第
一
灘
鋪
騨
陵
韮
鰡
舗

一
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
パ
ル
ー
一
般
寅
問
で
と
り
あ
げ
ま
す
。

｢か

かわち

蕊

国
民
や
部
下
に
「
こ
の
人
が
こ
こ
ま

で
言
っ
て
る
の
だ
か
ら
こ
の
人
の
こ

と
を
助
け
て
あ
げ
た
い
、
協
力
し
て

あ
げ
た
い
」
と
思
わ
せ
ら
れ
る
よ

う
な
リ
ー
ダ
ー
で
な
け
れ
ば
、
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
は
乗
り
越
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

残
り
わ
ず
か
の
任
期
で
す
が
蕊
菅

首
相
に
は
『
な
ん
と
な
く
国
民
に

寄
り
添
っ
た
よ
う
な
低
姿
勢
』
で
お

茶
を
濁
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

求
め
ら
れ
る
の
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

わち亮後援会」のお誘い

亮と一緒に活動する仲間や後援

会員を募集します。一人ひとりの力は小

さくとも、ともに活動し声を上げることで

政治をより良いものにしていきましょう。

政治は鑓ず変えられます。

定期的なトークライブの開催、後援会だ

よりの発行などを予定しています。

また、チラシ配布ボランティアも同時に募

集します｡健康のためにウォーキングを

兼ねて､という方大募集て･す。
あなたの力をかわち亮に託してください。

に
も
経
済
に
も
優
先
し
て
、
ま
ず

新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
に
全
力
を
注

ぐ
」
と
い
う
覚
悟
で
す
。

日
本
は
間
接
民
主
制
で
あ
り
科
私

た
ち
国
民
が
直
接
リ
ー
ダ
Ｉ
を
選

ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど

の
よ
う
な
派
閥
の
論
理
が
働
い
た

と
し
て
も
、
次
に
選
ば
れ
る
首
相
に

対
し
て
私
た
ち
国
民
は
「
自
分
の

言
葉
を
持
っ
て
い
る
か
』
を
し
っ
か

り
見
極
め
て
い
く
於
要
が
あ
り
ま

す
。

かわち亮（りょう）

090-9377-83i4

盤
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忘
れ
ち
し
な
い
、
初
め
て
の
一
般

蕊
問
の
翌
朝
の
こ
と
で
し
だ
。
布
団

の
中
で
自
を
覚
ま
す
と
、
何
と
も
言

え
ず
じ
わ
１
つ
と
涙
が
あ
ふ
れ
て
き

ま
し
だ
。
自
分
で
も
意
外
で
し
た
が
、

そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
悔
し
涙
だ
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

一
初
め
て
の
一
般
質
問
に
備
え
て
十

一
分
準
備
を
し
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
渥

一
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
毛
届
か
な

一
い
壁
が
あ
る
こ
と
が
一
夜
明
け
て
実

咽厚
離島の医療仁 制確保 末

期
が
ん
患
者
が
安
心
し
て
救
急
往
診
を
う
け
ら
れ
る
よ
う

を
僅
呈
篁
星
項
を
求
め
る

初
議
会
で
は
、
大
島
・
地
島
の

自
宅
で
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
方

が
安
心
し
て
在
宅
医
療
を
受
け
る

だ
め
に
、
医
師
の
交
通
手
段
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
希

望
す
る
患
者
さ
ん
の
容
体
が
夜
間

急
に
恵
化
し
、
お
医
壱
さ
ん
に
往

診
に
来
て
毛
ら
う
場
合
は
急
海
上

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
来
て
毛
ら
う

以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
』
片
道
１
万
円
ち

の
海
上
タ
ク
シ
ー
代
を
患
者
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
医
療
を
公
平
に
受
け
る
機
会

が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
や
、
在
宅
医
療
機
関
の
お
医
者

さ
ん
ち
こ
の
こ
と
に
心
を
痛
め 海

上

悪
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
「
期
待

し
て
く
れ
庭
皆
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
』

「
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
ブ
イ
に

し
て
し
ま
っ
た
」
と
の
思
い
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
自
分
を
責
め
る

つ
ち
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素
直
に

布
団
の
中
の
誓
い

初
め
て
の
議
会
を
終
え
て

↑

ら
う
一

…
■
Ｆ
Ｆ
■
■
■
‐
１
ｚ
ｄ
ｑ
■
《
■
■
４
０
内
■

ｌ巳卜Ｌ

－－－一一一一七

力
不
足
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

悔
し
涙
を
流
す
こ
と
は
思
善
期
以

来
あ
り
ま
せ
ん
で
し
だ
。
し
か
し
私

Ⅱ
Ⅲ
昭
■
Ｉ
Ⅱ
■

門
出
１
日
■
ｗ
Ｌ
ｒ
Ｉ
ｋ
９

て
お
ら
れ
ま
す
．

「
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
い

う
願
い
が
、
離
島
の
住
民
に
と
っ

て
は
高
く
つ
い
て
し
ま
う
の
で
す
。

「
こ
れ
を
解
消
で
き
る
の
は
国
や

県
で
ち
な
い
、
宗
像
市
の
福
祉
の

心
だ
」
と
い
う
こ
と
を
強
く
伊
豆

市
長
に
求
め
ま
し
た
が
、
「
現
状

（
フ
ェ
リ
ー
の
正
規
運
鍾
分
片
道

４
○
○
；
ら
○
○
円
程
度
の
補
助
）

は
こ
の
涙
を
恥
ず
か
し
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
自
分
が
そ
れ
だ

け
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
い
る
こ

ｊ
Ⅲ
ｌ
Ｉ
１

Ｆ

ｌ

Ｉ

１

１

Ⅲ

肌

■

１

１

』

’
１
恥
ト
ド
ー
Ⅱ
ド
ー
ｌ
ｒ
Ｉ

1鋳誹鰯し鷺諦

医療体制について質問に
■■■■■■宙●■●■■吟■G■■■■■②■■･●p●■■■■■●●■■■●｡●●■■｡p■■■■■■■■■毎p‐

これまでに市民の皆様よりさ
まざまに切実な声をお聞きし政
治活動に励んでおりますが、よ
り多くのご意見をいただきたい
と考えています。

子奮てや介護に閏する不安、

政策のご提案、インフラ改修の
ご要望、あるいは市政に閏する
苦惜など、たくさんのお電話お
待ちしております。
職務中や移動時など、なかな
かお電話をお受けできないこと
があるかと思いますが、その日
の内に折り返し電話させていた

だきたいと思います。皆様の市
政に対する関心を高め、不安を
取り除く一助となれば幸いです。

と
や
、
翼
つ
す
ぐ
な
気
持
ち
で
「
も
つ

と
成
長
し
た
い
」
ど
願
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
、
市
議
と
し
て
の

初
心
を
得
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

以
来
、
毎
朝
ま
ず
こ
の
気
持
ち
を

思
い
返
し
て
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

今
回
の
議
会
で
実
現
を
み
な
か
っ

た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
毛
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

か
わ
ら
売
、
頑
張
り
ま
す
！

以
上
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
答

弁
で
し
た
。
初
議
会
の
経
験
を
活

鐘
崎
地
区
は
岬
診
療
所
が
平
成

翠
年
に
閉
院
し
て
か
ら
、
無
医
師

地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
い
て
通
え
る
病
院
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
高
齢
者
に
は
大
変

不
安
で
す
。
ま
た
、
鍾
崎
地
区
に

は
生
鮮
食
品
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
が

な
く
零
バ
ス
で
移
動
す
る
方
に
と
っ

て
は
大
変
不
便
で
す
。

鐘
崎
地
区
を
住
み
よ
い
ま
ち
に

診
療
所
の
定
期
的
開
設
と

ス
ー
バ
ー
の
開
業
支
援
は
で
き
な
い
か

Ｉ

Ⅱ

■

同

■

凸

Ｅ

■

Ｐ

■

Ｆ

■

．
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■

■

■

■
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■
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日

里

■

■

・

■

『

居

■
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■

守

世

■

■

Ｆ

■

【

ｒ

■

■

■

ヨ

■

わ
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｜
か
し
、
今
後
毛
諦
め
ず
に
粘
り
強

一
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

●＝ 一一
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「
鍾
崎
地
区
に
定
期
的
な
診
療
所

の
開
設
は
で
き
な
い
か
。
生
鮮
食

品
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
の
開
業
支
援

を
市
と
し
て
で
き
な
い
か
」
と
質

問
し
、
執
行
部
よ
り
「
診
療
所
の

開
設
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
医
師

会
と
協
議
を
続
け
て
い
く
。
ス
ー

パ
ー
に
つ
い
て
は
手
を
上
げ
る
業

害
が
い
れ
ば
開
業
に
向
け
支
援
し
一

て
い
く
」
と
の
答
え
を
得
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
に
加
え
て
、
コ
ミ
セ

ン
が
生
産
者
直
売
所
の
よ
う
に
機
一

能
し
て
い
る
北
九
州
市
の
事
例
に

な
ら
っ
て
は
ど
う
か
と
い
一
つ
提
案
一

を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
後
の
宗
像
市
を
考

え
て
い
く
に
は
ど
一
つ
し
て
も
避
け
－

て
這
れ
な
い
の
が
高
齢
者
の
移
動

手
段
だ
と
壱
え
ら
れ
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
宗
像
市
は
高
齢
者
が
安

心
し
て
免
許
を
返
納
で
き
る
よ
う
一

な
ま
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
一

一

かわち亮(りょう）

一
簡
単
で
も
い
い
ん
で
す

４
》
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

１
嘩

脇
ご
運
動
が
健
康
に
良
い
一
芒
は
わ

子
謀
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
ね
一
屋

Ｗ
》
と
鋤
聿
輌
塘
》
酌
》
に
犀
睡
回
錘

Ⅲ
灘
咋
拙
函
諏
奉
や
串
砺
に
》
崖
咋

唖
体
を
動
か
さ
ず
過
ご
し
て
い
る
と

唖
体
が
か
た
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

…
・
…
・
》
血
液
も
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
こ
と
が

、
Ｊ
Ａ
３
へ

の
方
が
請
ひ
と
た
び
車
を
運
転
一
ｃ

一

き
な
く
な
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
生
活

が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

一
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ヤ
ー
で
も
あ
る

一
私
は
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ

一
た
自
宅
で
元
気
に
過
ご
し
続
け
る

だ
め
に
、
バ
ス
路
線
の
充
実
や
、

気
軽
に
タ
ク
シ
ー
を
使
え
る
よ
う

に
な
る
福
祉
乗
車
券
制
度
の
導
入

が
真
剣
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
時
期

だ
と
害
え
て
い
ま
す
。
今
後
奄
四

一
年
間
一
費
し
て
こ
の
立
場
で
議
会

一
質
問
に
立
ち
ま
す
。

分
か
っ
て
い
ま
す
。
実
は
運
動
は

タ
タ
ミ
ー
豊
分
あ
れ
ば
十
分
に
で

き
る
そ
う
で
す
。
だ
と
え
ば
そ
の

場
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
よ
う
に
足

踏
み
し
全
島
を
揺
す
る
運
動
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
は
コ
タ
ツ
に
座
っ

た
ま
ま
で
ち
肩
甲
骨
（
肩
の
後
ろ

の
骨
）
を
意
識
し
て
回
し
て
い
る

の
骨
）
を
一

と
呼
吸
毛

深
き
り
、

心
臓
の
負

担
ち
減
る

そ
う
で
童
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